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平成4年 1月に統計数理研究所で ｢統計物理と統計数理 :多様性の中の類似性｣という研
究会を行なったが､今回の研究会はそれに引き続くものとして行なわれた｡
現在､物理学会での統計力学 ･物性基礎論分科の発表は､いくつかの部屋に分かれて行
なわれている｡それらに共通した類似性があるのではないか､そこを知りたいという発想
で世話人が集り､始めた研究会である｡隣国の韓国にもこの趣旨に賛成する人がいるので
はないかとの意見があり､今回は韓国からの参加を呼び掛けることにした｡研究会は日本
から20名､韓国から5名が参加して行なわれた｡韓国からの参加者を加え,研究会は全
て英若でなされた｡報告も英文になってしまった｡
研究会は多様性の中の類似性を意識して進められた｡この研究会の雰囲気は,韓国から
の参加者にも感じて貰えたと思っている｡統計物理学者の隣国問の交流を進める上でも有
意義であったと思っている｡
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